
Ⅰ.研究課題

平成28年12月に示された中教審答申1)においても学習指導要領改訂の方向性として、「義務教

育
年間を通じて、子供たちに必要な資質・能力を確実に育むことを目指し、小・中学校間の

連携の取組を充実させる。」ことが明記されている。宮崎県においても小中連携が進められて

いるところであるが、家庭科教育においても連携の方法や内容について具体的な検討を行なっ

ていく必要がある。

宮崎大学ではこれまでに、附属小学校と附属中学校および学部での共同研究として、小中連

携教育を推進し、家庭科部会においても平成23年度から現在まで、小・中学校ごとに各分野の

題材配列の検討注1)を行なうとともに、食生活2)、衣生活3)、消費生活分野4)などを中心に授業研

究に取り組んできた。平成24年度には、小学生と中学生が調理実習を合同学習で行い、中学生

が小学生にアドバイスする姿がみられただけでなく、中学生自身も調理の基礎的な内容をもう

一度見つめ直す必要があることに気づく等の有効性が示された5)。

しかし、合同学習を実施するためには、小・中学校双方の時間割を合わせるとともに、教員

間の十分な打ち合わせの時間も確保する必要があった。両附属学校や小中一貫校のように校舎

が隣接している、あるいは同じ敷地内に校舎があるような場合には、合同学習を比較的実施し

やすい環境にあるといえるが、分離型の小学校と中学校においても学び合いは重要であり、そ

の機会を設定していくことも必要と考えられた。

そこで本研究では、時間・空間を共にすることが困難な場合であっても、小・中学生の相互

の学び合いや交流を促す方法として、中学生が小学生の製作に関するアドバイスを行なう活動

を取り入れた授業を計画・試行することによって、小中連携の新しい在り方について検討し、

課題を明らかにしていくことを目的とする。
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Ⅱ.研究方法

小学校
年生の題材「生活に役立つものを作ろう」（全�時間）において製作過程にあった作

品（ミシン縫いによるバック）に対して、中学生がアドバイスを行なう中学校家庭科の授業を

平成29年�月�日に実施した。題材は、「自分らしく・快適に着る」（全13時間）であり、その

学習のまとめとして、アドバイス活動を導入した授業を行なった（表�）。
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表� 題材の指導計画（全13時間）
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・小学生が製作した小物について、良い点や改善点を見つけ、グループで話し合うことができる
・小学生の作品やグループでの話し合い活動から気づいたことを今後の自分の生活に生かすことができる

本研究では、中学校�年生（�クラス150名）がワークシートおよびアドバイス用紙に記述し

た内容や活動状況等について分析を行なった。また、そのアドバイス用紙を小学生に作品とと

もに渡し、そこでの小学生の学びについても検討を行なった。そしてそれらの結果をふまえて、

アドバイス活動を導入した小中連携授業の成果と課題について考察した。

本時の授業概要は以下の通りである。

①目標

②学習指導過程
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表� 本時の学習指導

 
  

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

 

 
 

 
 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 
 



Ⅲ.研究の成果と課題

�．小学校での学びの振り返りとアドバイス活動

授業では小学生へのアドバイスをする前に、中学生にまず、自分の「小学校でのミシン学習」

について、ワークシートに記入させつつ振り返らせていた。“製作した物”やその学習によって

自分が今“できること”だけでなく、教師は“難しかったこと”にも目を向けるよう促していた。

中学生は例えば「ミシンに糸をセットすること」や「まっすぐ縫うこと」、「返しぬい」などが

難しかったとしている。それらの振り返りにより、中学生は、小学生の製作状況を他人事では

なく自分にも共通する問題として意識しつつ、身近に引き寄せて、アドバイスすることが可能

になったのではなかろうか。

授業では、小学生の製作途中のバッグ10点を中学生の10班各々に配布した上で、教師は�色

の付箋紙を渡し、青色の付箋紙に「良い点」を、赤色に「改善点」を書くよう指示した。中学

生はバッグを手に取りながらまず個人で付箋紙にコメントを記入し、その後、班ごとにアドバ

イス用紙（A3大）にまとめていった。アドバイス用紙の例を写真①②に、また各班の記述内容

を表�に示す。

(1) 建設的なアドバイスと賞賛

どの班でもアドバイス用紙にバッグを図示し、そこに各自が記入したコメント（付箋紙）

を貼ってまとめていた。

表�に示したように、赤色の付箋紙の「改善点」では、下線（直線）のように問題点の指

摘だけにとどまらず、どのように改善すればよいかその方向性まで示したコメントが多数、

貼付されていた。例えば、表中の下線部「上糸の調子が強いから、ダイヤルの数字を小さく

するといいと思うよ！」（�班）では、単に糸調子がよくないことを指摘するだけではなく、

どのように調整すればよいか示している。�班でも「ふくろの両端が�回しかぬっていない

ため、重い物をいれたりすると、すぐにやぶれてしまうかもしれないから、�回ぬって、強

度を強くするべき。」と、10班でも「まっすぐにぬえてない → チャコペンにそってぬえば

いいと思う。」とアドバイスしていた。また、写真①（�班）の左上にある「ひもの付ける位

置をもう少し中央から付けるといいと思う。」というアドバイスのように、付箋紙上にその違

いを図示しながら、具体的にアドバイスを行なうものも見られた。
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写真① アドバイス用紙の例（�班） 写真② アドバイス用紙の例（	班）
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表� コメントの内容



他方、「良い点」として青色の付箋紙に記された内容には、波線の「糸のぬい方はとても丁
てい

ね

いだから続けてね！」（�班）のような励ましや賞賛に加えて、「しっかりとがっていてすご

い！！ななめってない ☆☆」（	班）や「返しぬいが上手 すごいです↑」（
班）といった

共感のコメントも多く見られた。

そのような建設的なアドバイスや励まし・共感のコメントが数多く記された背景には教師の

働きかけもあるものの、前述の自分が小学校の頃の製作において、何を難しいと感じていたの

か振り返ったことが少なからず影響していたと考えられる。

(2) 活動への意欲的な取り組み

中学生が小学生の作品を観察し、アドバイス用紙にまとめていく様子を写真③④に示した。

各班においては、写真③のように作品を手に取ってじっくり観察していたが、付箋紙にコメン

トを記入するだけでなく、写真④のように自ら端切れを使って見本を作成し、アドバイス用紙

に貼り付けて、具体的にどのように縫えばよいか小学生に提示しようとする姿もみられた（そ

の貼付した例が前述の写真①）。端切れは生徒の方から教師に「実際に縫った方が分かりやす

いと思うので縫いたいのですが、何か布はありませんか」と、要求されたものであった。この

班の他にも、表�に網掛けで示したコメントとともに1、�、�、�、10班でそのような自発的

な見本づくりが行なわれ、アドバイス用紙にそれらが貼付されており、中学生が意欲的にアド

バイス活動に取り組んでいた様子がわかる。

これらを通して、小学生は中学生の意欲的なアドバイス活動の姿に触れることができ、貼っ

てある見本を観察することで図示よりもっと具体的に改善方法を理解することができたと考え

られる。

(3) 小・中学生と教師の関係性

中学生は、前掲の写真①に見られるように絵文字や挿絵を多用しながらコメントしたり、表

�に破線で示したコメントのように、例えば�班の「とっては、がらがおもてになった方がか

わいいよー ♡ ♡ ♡」など、教師と比べて、くだけた表現や口調など小学生に合わせた声

の掛け方や言葉遣いでコメントしている。これらのコメントを通して小学生は中学生に親近感

を持ったことが推察され、親密な他者6）として中学生が小学生に寄り添い、共に製作に向かう

可能性も開かれるだろう。

他方、中学生にとっては、これまで教師から製作について教えられる立場であったのに対し

て、今回のアドバイス活動は自分が学んできたことを小学生に教える立場に立つという意味合

いを持つものであり、中学生の自己肯定感にもつながっていくと考えられる。

(4) 見通しの提示

さらに中学生のコメントの中には、表�に点線で示したように、「きじも良いし、ぬい目も広

すぎずていねい。ちゃんと完成すれば長く使えそうですね…！！すごい！！」（�班）や「完成

まであと少し！ずっと使えるように丈夫なものを作ってね。がんばれ」（�班）、「ふちが丈夫に

できていて、バッグとして色々な場面で安心して使える！」（�班）といった有用性についての

見通しや先を見通した励ましなどを記していた。これはすでに製作を経験した中学生からのコ

メントとして、小学生の意欲の喚起につながるだけでなく、小学生に製作や作品の活用に対す
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る見通しを持たせることができるであろう。

�．今後の自己の製作に向けて

中学生は、小学生へのアドバイス用紙を作成した後、これから自分がミシンを用いて製作を

行う際のポイントを班ごとにワークシートにまとめていった。その様子を写真⑤に、まとめた

内容を写真⑥に示した。

中学生は写真⑤のように、ミシンの使い方の復習を教科書で行うだけでなく、実際にミシン

を自ら机の上に出して来て、糸の通し方やミシン各部の名称などを確認するなど主体的に取り

組んでいた。小学生に“ミシンを使った製作について教える”ことを想定したアドバイス活動

が、単に教科書に載っている内容を知識として知っているというだけでなく、ミシンの扱いに

も慣れ、ミシンを操作できるようになっておきたいという意欲も高めたと考えられた。

また、アドバイス活動において小学生に「返しぬいに気をつけて！」（表
中の囲み部分）と、

ミシンの返し縫いについてコメントしていた�班は、写真⑥に例示したように、今後の製作に

向けたワークシートのまとめにおいても、ミシンの取り扱い方のポイントを示すだけでなく返

し縫いについても触れており、アドバイスの内容と連動していることが見て取れた。

�．小学生の製作への影響

中学生の授業終了後、製作途中であった作品の各々にアドバイス用紙を添えて小学生に返し

た。なお、製作上の改善点というより作品への否定的な内容が書かれているコメントに関して

は、教師が意図的に付箋紙を外して渡していた。

アドバイス用紙を受け取った小学生は、アドバイスに対する感謝やその内容が参考になった

ことに言及していた。またそれだけでなく中学生が示してくれたアドバイスに基づいて改善し

ようとする姿も見られた。例えば、前述の写真①の付箋紙上に図示されたアドバイス（「ひもの

付ける位置をもう少し中央から付けるといいと思う。」）にしたがって、ひもの付け直していた

小学生もいた。

中学生のアドバイスが小学生の製作に対する意欲や技能に影響していたといえよう。

29

写真③ 作品を手に取りながら観察 写真④ 見本の製作



Ⅳ.まとめと課題

以上、アドバイス活動を被服製作学習に導入したことによって、小学生は中学生から具体的

な製作方法を示してもらい、意欲や技能の向上が期待できるとともに、その後の製作や有用性

について見通しを持つことが可能になった。

他方、中学生も教師から教えてもらうという立場を変え、自分の製作を振り返りつつ自己に

引き寄せながら小学生へのアドバイスを行なうことで、今後の製作活動に向けたまとめの学習

にも意欲的に取り組んでいた。

合同調理の場合は、中学生が直接、調理操作を実演して見せていたのに対して、今回は間接

的ではあったが、アドバイス用紙の作成や見本を作って伝えるという形で、中学生は小学生に

主体的に関わろうとしていた。さらにアドバイス用紙を媒介として、その後の製作や作品活用

の見通しについて中学生が言及したことは、小学校の学びが中学校につながっているというこ

とを小学生に意識させるきっかけにもなったであろう。今回のアドバイス活動の導入は、合同

調理のように小・中学生が時間・空間を共有した授業ではなかったが、連携による効果を期待

できるといえよう。

その一方で、中学生のアドバイスの妥当性の吟味や否定的なコメントへの対応などについて

は、さらに検討が必要である。今回のアドバイス活動では、中学生が自由に気づいたことをコ

メントしていったが、そのコメントが必ずしも適切・妥当であるとは限らない。小学生の作品
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写真⑤ ミシンを扱いながら確認

写真⑥ 今後に向けて
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に対する否定的なコメントや適切ではないコメントは、今回、教師の方で外した上でアドバイ

ス用紙を小学生に渡していた。教師がチェックを入れる場合もあるだろうが、教師による

チェックよりも、むしろ中学生同士がコメントの付箋紙を貼る際に、班内でそれらが妥当であ

るのか相互に吟味し合うことが重要と考える。コメントに関連した調べ学習をさらに行ない、

自分たちでコメントの適切さについて検討することは、中学生にとっての学びも深めるのでは

なかろうか。本研究では、小・中学生間の学び合いに着目したが、中学生がグループ活動とし

て、小学生の作品について共にアドバイスを考えるということは、中学生にとっても自分では

気づかなかった他者の評価視点に触れる機会となり、中学生間での相互作用の場ともなるだろ

う。そのような場を意図的に設定していくことは重要と考える。

他方、今回のアドバイス活動は、小学生がバッグの製作を進め、作品完成が近い時期での実

施となった。しかし、アドバイスを活かした改善をより行いやすくするためには、時期を相互

に調整しつつ早めに設定した方が有効であろう。また、今回はアドバイスをもらった小学生の

様子は教師から中学生に伝えられたが、授業の中でそれをフィードバックすることはできな

かった。小・中学校が連携した年間計画を作成するとともに、実施過程における双方の時期的

なズレの調整も今後の課題といえる。

【注記】

注�）小・中学校ごとの各分野における題材配列については、付記「表�〜13」参照のこと
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